
市役所からのHOT LINE

マイナ救急 が始まりました

　マイナ救急とは、救急隊員が救急現場において傷病者のマイナ保
険証を活用し、救急活動に必要な情報を把握することで、円滑な搬
送先医療機関の選定や、より適切な処置につなげることを目指す取
り組みです。

マイナ救急の流れ

● 救急隊が病歴や飲んでいる薬などの正確な情報を把握できる

● 円滑な搬送先病院の選定や応急処置を行うことができる

● 搬送先病院での治療の事前準備ができる

　マイナ救急を利用するためには、健康保険証と

して利用登録したマイナンバーカード（マイナ保

険証）が必要です。もしもの時に備えて、マイナ

保険証の利用登録を済ませておきましょう。

10月１日から10月１日から

マイナ救急のメリット

準備しておくもの

119番通報の際、応答した指令員が

通報者に対して、傷病者のマイナ

保険証の準備を依頼します。

１.

傷病者が、マイナ保険証を使った医

療情報の閲覧について同意します。

２.

救急隊員がマイナ保険証を読み取

り、傷病者の過去の受診歴や薬剤情

報などの医療情報を閲覧します。

３.

閲覧した情報は、円滑な搬送先医

療機関の選定や処置などに活用さ

れます。

４.
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田
山
ス
キ
ー
場
で
働
く

従
業
員
を
募
集
し
ま
す
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市
立
保
育
所
で
働
く

看
護
師
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
市
立
保
育
所
で
働
く
保
育

所
看
護
師（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人

▽ 

看
護
師
資
格
を
有
す
る

▽ 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る（
A
T
限
定
可
）

▽ 

パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
）を
使
用
し
て
書
類
作
成
が
可
能

任
用
期
間　
任
用
の
日
か
ら
８
年

３
月
31
日
ま
で

賃
金　

日
給
9
2
3
9
円
か
ら

1
0
0
4
9
円
※
経
験
年
数
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

勤
務
時
間　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
45

分
ま
で
※
土
曜
日
勤
務
が
年
に
数

回
程
度
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所　
市
立
保
育
所（
主
に

松
尾
保
育
所
）

勤
務
内
容　
入
所
児
童
の
健
康
支

援
、
救
急
処
置
、
保
健
指
導
な
ど

選
考　
面
接
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
は
健
康
こ
ど
も
課
子
育
て
支

援
係
か
ら
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法　
申
込
書
と
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
看
護
師
資
格

詳細はこちら

　
市
は
田
山
ス
キ
ー
場
の
臨
時
従

業
員
を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種

⑴
リ
フ
ト
等
従
事
員

⑵
事
務
補
助
員

任
用
期
間　
12
月
1
日
㈪
か
ら
８

年
３
月
３１
日
㈫
ま
で
※
積
雪
な
ど

の
自
然
条
件
に
よ
り
期
間
を
短
縮

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
10
月
24
日
㈮

応
募
方
法　
申
込
書
と
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
必
要
書
類
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

詳細はこちら﻿

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
安
代
総

合
支
所
ま
た
は
田
山
支
所
か
ら
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

を
有
す
る
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写

し
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
必
要
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

8
年
度
の
研
修
生
を
募
集

　
市
は
8
年
度
漆
工
技
術
研
修
生

を
若
干
名
募
集
し
て
い
ま
す
。

研
修
期
間
・
研
修
内
容

▽
基
礎
課
程（
2
年
）　
汁
椀
、
お

盆
な
ど
の
制
作
実
習
を
中
心
に
、

漆
精
製
な
ど
漆
に
関
す
る
専
門
知

識
や
デ
ザ
イ
ン
実
習
な
ど

▽
専
攻
課
程（
1
年
※
基
礎
課
程

修
了
者
ま
た
は
同
等
の
技
術
を
有

す
る
人
）　

漆
基
礎
技
術
を
生
か

し
た
量
産
、
販
売
な
ど
の
各
種
講

義
、
木
地
発
注
な
ど
実
務
を
中
心

と
し
た
研
修

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

（
必
着
）で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

か
ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
11
月
14
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
安
代
漆
工
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー（
☎
72・2
1
1
1
） 詳細はこちら﻿

ま
た
は
健
康
こ
ど
も

課
か
ら
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
先　
安

代
総
合
支
所（
☎
72
・
２１１１



・

内
線
３
１
1
１
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係（
☎
・
内
線

1
0
8
2
）

より適切な措置につなげるより適切な措置につなげる

問い合わせ先　防災安全課消防防災係（☎・内線1264）
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【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。 【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
現
金
の
寄
付
】

▼
㈱
十
文
字
チ
キ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
様

…
7
月
31
日
、八
幡
平
市
の
地
で
縁

を
結
び
、次
世
代
の
成
長
と
笑
顔
を

育
む
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

5
0
0
万
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。
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秋
の
農
作
業
シ
ー
ズ
ン

安
全
点
検
は
十
分
に

　
県
で
は
、
秋
の
収
穫
時
期
を
迎

え
た
こ
の
期
間
に
農
作
業
事
故
防

止
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
農

作
業
に
従
事
す
る
際
は
、
次
の
事

を
心
掛
け
、
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

▽
家
族
に
作
業
場
所
と
帰
宅
時
間

を
知
ら
せ
る
。

▽
ト
ラ
ク
タ
ー
は
安
全
フ
レ
ー
ム

を
装
着
し
、
運
転
者
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト・ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

▽
農
業
機
械
の
日
常
的
・
定
期
的

な
点
検
・
整
備
を
行
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
農
林
水
産
部

農
産
園
芸
課
（
☎
0
1
9
・

6
2
9

・5
7
0
8
）、
農
林
課
農

政
推
進
係（
☎
・
内
線
1
3
3
2
）
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国
民
年
金
の
手
続
き
は

電
子
申
請
が
便
利
で
す

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

資
格
取
得
、
種
別
変
更
、
保
険
料

の
免
除
・
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

申
請
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利

用
し
た
電
子
申
請
が
便
利
で
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
盛
岡
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課（
☎
0
1
9
・

6
2
3
・
6
2
1
1
）、
市
民
課
国

保
年
金
係（
☎
・
内
線
1
0
7
3
）
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地
熱
の
可
能
性
を
探
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
学
ぼ
う

　
（
独
）エ
ネ
ル
ギ
ー・金
属
鉱
物
資

源
機
構（
J
O
G
M
E
C
）は
県
が

進
め
て
い
る
地
熱
資
源
開
発
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
、地

熱
開
発
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
き
ま
す
。参
加
に
は
事
前
申
込
が

必
要（
参
加
費
は
無
料
）で
す
。

日
時　
10
月
20
日
㈪
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で

会
場　
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ

ン
タ
ー（
ア
イ
ー
ナ
）

内
容

▽
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン 

ほ
か

▽
出
演
者
＝
高
橋 

昌ま
さ
ひ
ろ宏

氏（
日
本

重
化
学
工
業
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
事
業
統
括
部
常
勤
顧
問
兼
岩
手

地
熱
㈱
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、
藤
本 

美み

き貴

さ
ん（
タ
レ
ン
ト
）ほ
か

定
員

▽
会
場
参
加
＝
3
2
0
人

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
＝
人
数
制
限

な
し

そ
の
他

▽
当
日
は
、
市
役
所
か
ら
会
場
ま

で
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
市
役

所
を
前
12
時
半
に
出
発
）を
往
復

で
運
行
し
ま
す
。

▽
同
会
場
で
は
、
地
熱
に
つ
い
て

ア
ー
ト
を
通
じ
て
学
ぶ
イ
ベ
ン

ト
や
松
尾
八
幡
平
地
熱
発
電
所

の
見
学
会（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参

加
者
を
対
象
）な
ど
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

詳細はこちら﻿

　

申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
下
記

Q
R
コ
ー
ド
か
ら

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
係（
☎・内

線
1
4
5
8
）
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
前
申
込
を
受
け
付
け
中

　
物
価
高
騰
が
家
計
に
与
え
る
負

担
を
軽
減
し
、地
域
の
消
費
を
下
支

え
す
る
た
め
、10
㌫
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。購
入

に
は
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
本
号
と
同
時
に
全

戸
配
布
さ
れ
る
チ
ラ

シ
ま
た
は
市
商
工
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
10
月
22
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先　
市
商
工
会（
☎ 詳細はこちら﻿

76
・
2
0
4
0
）、
商
工
観
光
課

商
工
労
政
係（
☎
・
内
線

1
3
1
1
、
1
3
1
7
）
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食
改
協
の
会
員
を
講
師
に

郷
土
料
理
を
学
ん
で
み
よ
う

　
市
と
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
は
、
市
民
を
対
象
に
、

郷
土
料
理
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い

地
域
の
郷
土
料
理
や
食
文
化
に
つ

い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

⑴ 

10
月
28
日
㈫ 

松
尾
コ
ミ
セ
ン

⑵ 

11
月
12
日
㈬ 

荒
屋
コ
ミ
セ
ン

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
１

時
半
ま
で

メ
ニ
ュ
ー

⑴ 

け
ん
ち
ん
汁
、
大
根
め
し
、
か

ぼ
ち
ゃ
サ
ラ
ダ

⑵ 

へ
っ
ち
ょ
こ
団
子
、
の
っ
ぺ

汁
、
干
し
柿
入
り
な
ま
す

定
員　
各
回
10
人
※
先
着
順

参
加
費　
各
回
5
0
0
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
期
限

⑴ 

10
月
21
日
㈫

⑵ 

11
月
５
日
㈬

申
込
方
法　
健
康
こ
ど
も
課
に
電

話
ま
た
は
下
記
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
こ
ど
も
課

健
康
推
進
係（
☎・内
線
1
1
9
1
） 申し込みはこちら
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●

回
答
は
済
ん
で
い
ま
す
か

「
国
勢
調
査
」に
協
力
を

　
総
務
省
で
は
、７
年
10
月
１
日
現

在
、日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人

（
外
国
の
人
を
含
む
）と
世
帯
を
対

象
に
、世
帯
の
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
国
勢
調

査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
８
日
㈬
ま
で
に
回
答
が
確

認
で
き
な
い
場
合
に
は
、
調
査
員

を
通
じ
て
回
答
状
況
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
速
や
か
に
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
情
報
統

計
係（
☎
・
内
線
1
2
4
4
）

◢● ●
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●

●

定
額
減
税
補
足
給
付
金
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
市
は
、６
年
度
に
行
っ
た
、定
額

減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る

人
に
対
す
る
給
付（
調
整
給
付
）の

給
付
額
に
不
足
が
生
じ
た
人
に
、追

加
で
給
付
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に
は
、９
月

初
旬
に
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
７
年
１
月
１
日
時
点
で
市

に
住
所
が
あ
り
、次
表
の
不
足
給
付
Ⅰ

ま
た
は
Ⅱ
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人

申
請
方
法　
郵
送
さ
れ
た
確
認
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
足
給
付
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
人
で
、
確
認
書
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
地
域
福
祉

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　
郵
送
ま
た
は
地
域
福
祉

課
の
窓
口
、西
根・安
代
各
総
合
支
所
、

田
山
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
11
月
30
日
㈰

※
当
日
消
印
有
効
、
窓
口
で
の
受

け
付
け
は
11
月
28
日
㈮
ま
で

詳細はこちら

　

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福

祉
総
務
係（
☎
・
内
線
1
1
1
3
、

1
1
1
4
、
1
1
1
5
）

不足給付Ⅰ 不足給付Ⅱ

給
付
額
と
要
件

6年度に行った「定額減税補足給付金
（調整給付）」は、５年中の所得情報に
基づいて給付額を算定しています。こ
のため「６年分所得税額」が確定した
のちに「本来給付すべき額」と「実際に
給付した額」との間に差額（不足）が生
じた人に、不足額を１万円単位で切り
上げて給付します。

次の全ての要件を満たす人に最大
４万円を支給します。
・６年分所得税、６年度個人住民税所得
割の定額減税前の税額がともに０円
・青色事業専従者または事業専従者
（白色）もしくは合計所得金額が48万
円を超えているため、税法上の扶養親
族の対象から外れている
・５年度、６年度に行った低所得世帯
向け給付金（給付額７万円または10
万円）の対象になっていない

対
象
に
な
る
例

⑴ 令和５年と６年で所得が大きく変
動した人
・令和５年は所得がなかったが、就職
などにより６年は所得があった
・修正申告により６年度分個人住民税
所得割が減少した
⑵ ６年中に扶養親族が増えた（子ど
もが生まれたなど）

⑴ 課税世帯に属している事業専従者
または合計所得が48万円を超える
⑵ 本人、扶養親族ともに定額減税の
対象ではなく、低所得者向け給付金の
対象にならなかった

表＿不足給付Ⅰ、Ⅱの給付額と要件
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